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要旨：本研究の目的は、東日本大震災を経験した子どもたちの作文から、子どもたちの語りの

特徴を明らかにし、基本的自尊感情の再構成および PTG の存在と可能性を明らかにすることで

ある。収集した作文 169 編のうち、小学校、中学校、高校に在学していることが明らかな 161
編を分析の対象とした。一人当たりの作文の文字数を表す平均行長は 601.9 文字であった。総文

数は 6052 文で、平均文長は 16 文字であった。内容語ののべ単語数は 39415 で、単語種別数 6465
だった。未曾有な体験としての東日本大震災は、外傷、つまり危機的な体験およびそれに引き

続く苦しみの中から、精神的な成長が体験されることがあるということが、子どもの作文の表

現と内容から明らかになった。さまざまな悲劇を生み出した災害が、PTG を促進させるという

面をもつことが明らかになった。 
Keywords: Posttraumatic Growth, Self-Esteem, Disaster, Earthquakes, Tsunami, Nuclear Plants, 
Positive Psychology 
 
 

１．緒言 
 
1.1 東日本大震災と子どもと PTG 
 
2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、地震

と津波さらには原子力発電所の人災とも言えるト

ラブルが重なる未曾有の震災であった。この震災は

日本のみならず、世界中に大きな衝撃を与え、様々

な問題を提議するきっかけとなったことは言うま

でもない。 
この震災では、福島第一原子力発電所の放射能漏

れ被害の深刻さが取り分け大規模なものであった

と言える。放射能漏れにより、故郷を奪われ避難せ

ざるを得ない人も多く、この問題は復興の大きな足

枷となっている。 
放射能被害は今後何十年にもわたり私達の健康

に害を及ぼし続けるものであるため、被害を受けた

人々の身体的、精神的負担は大きい。その様な状況

下で、心身ともに発達段階である子どもたちが、地

震、津波、原発事故により受けた身体的、精神的ス

トレスはとりわけ大きなものであると言える。 
 そのため、本研究では震災における子どもたちの

体験に着目した。子どもたちの体験そのものを作文

に綴った作品は、子どもたちの心境および子どもた

ちが置かれている状況を把握するという点で重要

な記録である。 
本研究では、震災により被災体験をした子どもた

1 
 



ちが、どのようにその体験と向き合い、成長してい

るかという点を、宅（2010）の心的外傷後成長

（posttraumatic growth 以下 PTG）の観点から着目す

る。 
 PTG とは、「外傷的な体験，すなわち非常に困難

な人生上の危機(災害や事故，病を患うこと，大切な

人や家族の死など，人生を揺るがすようなさまざま

なつらい出来事)，及びそれに引き続く苦しみの中か

ら，心理的な成長が体験されることを示しており，

結果のみならずプロセス全体を指すと」定義されて

いる(Tedeschi & Calhoun，2004；宅，2010：p.25)。 
PTG で扱う外傷 trauma とは、「米国精神医学界刊行

の診断体系(DSM-IVによるPTSD診断基準A)で定義

されている外傷に限定されず，ストレスの高い出来

事から，ライフイベント，危機的な出来事までさま

ざまな内容のものが含まれる。むしろ，客観的にど

のような内容の出来事が体験されたかというより

は，主観として，その衝撃の強さがどのように体験

されたかに重点が置かれている」点が特徴である

（宅，2010：p.25）。 
 PTG では外傷的な体験に直接関連する認知プロ

セスが重要となる。外傷的な体験直後は、ネガティ

ブな認知プロセスである侵入的思考が優位となり、

起きた出来事を常に考え続けるなど、さまざまな心

理的・身体的症状が強く出ることが多い。しかし、

葛藤やもがきを通して、その体験を肯定的に意味づ

けようとしたり、何か意味をみいだそうとする前向

きで建設的な意図的思考へ性質が変わることで、体

験前の水準以上に成長する点が PTG の特徴である

(宅，2010：pp.25-26)。 
 また、近藤（2012）の PTG 包括モデルをまとめる

と次のようになる。PTG への第 1 段階目は、外傷に

よって引き起こされた内面の変化に対して行うさ

まざまな挑戦である。それら挑戦は、嘆きの管理、

信念と目標の確認、物語ることであり、これらが順

調にできると沈思黙考・反すうの段階へ進む。これ

は、体験自体や体験に伴って起こった心的変化の過

程を書いたり話したりする自己開示と並行して行

われ、無意識的かつ侵入的に行われる。その後、社

会文化的な身近にある PTG モデルや、より広い範囲

で見聞きするような社会的テーマ、一般的な理想を

めざしたモデルを参照するようになり、意図的な反

すうや体験の全体像の転換が行われ、最終的な PTG
の段階へと進む（pp.5-6）。 
 近藤（2012）は同時に、子どもの PTG モデルは一

般的な流れとは異なるとも述べている。「外傷体験

をした際にそれを評価し沈思黙考と反すうの段階

に至るのは,大人の場合と同様であるが,一方で養育

者の外傷体験後の反応（caregiver’ s post-trauma 

responsiveness）が,その後の PTG までの過程に大き

な影響を与えることとなる。つまり,養育者（親）の

穏やかな精神状態や,ふだんからの親子の良い関係,
悲嘆やストレスに対する適切な対処などが,重要な

要素となってくる」と述べ、「その後の過程では,そ
の子自身が持っているさまざまな能力(competence),
つまり問題に対処したり乗り越えたりする力や,自
己効力感,さらには人間関係の調整力,未来への期待

や希望を持てるかなどが最終的には重要になって

くる」と付け加えている（pp.6-7）。 
 上記を踏まえ、被災体験をした子どもたちと身近

な他者との関係および、子どもたちの PTG に着目す

る。 
 
1.2 研究対象として収集した東日本大震

災に関わる子どもの作文文献 
 以下の 4 冊を研究対象とした。 
（1）Create Media（編）(2012)『子どもたちの 3.11：
東日本大震災を忘れない』学事出版。 
 本書は、東日本大震災で被災した岩手県、宮城県、

福島県、茨城県の 10 歳から 19 歳の 44 名の子ども

たちが書いた被災体験記を集めたものである。それ

ぞれの県ごとに子どもたちの被災体験記がまとめ

られており、被災地の写真も掲載されている。 
（2）森健(2012)『つなみ：被災地の子どもたちの作

文集 完全版』文藝春秋。 
 本書は、被災体験をした宮城県、岩手県、福島県

の保育園児から高校生までの子どもたちの被災体

験記を集めた作文集である。ジャーナリストである

森健氏が避難所を回り、直接子どもたちや保護者に

依頼し、集めた作文である。集まった作文は 80 本

以上であり、震災直後の 2011 年 4 月から 5 月にか

けて書かれたものである。中には子どもたちが描い

た絵や、手書きの文章も掲載されている。 
尚、本書は森健(2011)『八月臨時増刊号 つなみ：

被災地のこども 80 人の作文集』(文藝春秋)に福島県

の子どもたちの作文を付け加えたものである。この

作文は震災から 1 年が経過した後に書かれたもので

ある。福島県の子どもたちからは 30 本の作文が寄

せられた。 
（3）森健（2011）『「つなみ」の子どもたち：作文

に書かれなかった物語』文藝春秋。 
 本書は、震災直後から継続的に取材を行っている

森健氏が『つなみ：被災地のこども 80 人の作文集』

にて、作文を提供した 10 組の家族のその後の半年

間に焦点を当てた取材記録である。本文には、『つ

なみ：被災地の子どもたちの作文集』（2012）と重

複するが、子どもたちの作文も掲載されている。 
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（4）鎌田實監修 ふくしま子ども未来プロジェク

ト編集(2012)『はやく、家にかえりたい。：福島の子

どもたちが思う いのち・かぞく・みらい』合同出

版。 
 本書は、震災当時に福島県に住んでいた小学 3 年

生から高校 3 年生までの子どもたちの心境が作文で

綴られている。震災時の恐怖や、原発事故により住

み慣れた家から避難せざるを得ない心境が綴られ

ている。 
 
1.3 仮説 
先行研究を踏まえた上で、本研究における仮説を

以下のように立てた。 
 仮説：信頼できる家族関係や他者関係のもとで、

震災経験を受容し、自己開示できれば PTG が期待で

きる。 
 

2．目的 
 
本研究の目的は、東日本大震災を経験した子ども

たちの作文から、子どもたちの語りの特徴を明らか

にし、他者との関わりを通して基本的自尊感情や

PTG の可能性を明らかにすることである。具体的に

は、Tedeschi & Calhoun（1996）が作成した心的外傷

後成長尺度（Posttraumatic Growth Inventory: PTGI）
の 5 因子について、そのおのおのがどのように表現

に表れているかを検討する。 
 

3．方法 
 
3.1 分析対象：分析の対象とした 4 冊とそ

の理由 
分析対象の可能性のある書籍として、以下の単行

本を収集し、活字になっている作文のみを研究対象

の可能性のあるものとして抽出した。 
森(2012)からは、活字になっている 85 編の作文を

分析の対象とした。森（2011）には、10 編の作文が

活字化されていたが、森（2012）と重複が 6 件あっ

たので、重複のない 4 編を分析の対象とした。Create 
Media(2012)からは活字になっている 44 編の作文、

鎌田(2012)からは活字になっている36編の作文を分

析対象とした。 
以上、活字になっている 169 編の作文が研究対象

として適切かどうかを吟味した。なお、書いた時点

での書き手の学齢による比較を行うために、作文の

筆者を小学生低学年（1-3 年生）、小学校高学年（4-6
年生）、中学生、高校生の 4 つに分類した。その基

準は、年齢および本文中の記述が根拠になっている。 
幼稚園児 1 人と、高校卒業後に文章を書いたと思わ

れる 5 人と、18 歳で学校の記述がない 2 人の合計 8
人を分析対象から除外した。結局、169 編のうち、

小学校、中学校、高校に在学していることが明らか

な 161 編を分析の対象とした。 
 
3.2 分析方法 
これら被災体験をもつ子どもたちの語りをテキ

スト化し、Text Mining Studio Ver.4.1(Mathematical 
System Inc.)により、テキストマイニングの手法を用

いて内容語の分析をおこなった。語りのデータは書

籍の構成に従い、各作文の語りを 1 段落、1 行とし

て入力した。 
分析は、テキストの基本統計量、単語頻度解析、

ことばネットワーク、対応バブル分析の順に行った。

これらに加えて、本研究では主に原文参照の方法を

用いる。 
 
3.3 倫理的配慮 
すでに公表され、市販されている書籍の内容を用

いた分析であるため、倫理的配慮は著作権に配慮す

る他は特に必要がない。 
 

4．結果 
 
東日本大震災後に小学生、中学生、高校生が書い

た体験者の作文は 161 編であった。一人当たりの作

文の文字数を表す平均行長は 601.9 文字であった。

総文数は 6052 文で、平均文長は 16 文字であった。

内容語の延べ単語数は 39415 で、単語種別数 6465
だった。タイプ・トークン比 type token ratio は 0.164
と比較的低く、文中に同じ単語が繰り返し出現する

傾向があることが明らかになった。以下、PTG に関

する表現に絞って原文参照機能を用いて調べた結

果を、 Tedeschi & Calhoun（1996）の心的外傷後成

長尺度（Posttraumatic Growth Inventory: PTGI）の 5
因子にそって以下に示す。 
 
4.1 第１因子「他者との関係」 
 子どもの作文に見られたのは、他者との関係・つ

ながりの大切さへの気づきである。震災後には「絆」

ということばが日本全体でよく用いられるように

なったが、作文にもその表現や内容が現れている。

ここでは、震災時に子どもたちが「家族」や、家族

以外の「見ず知らずの他者」とどの様な関係性を持

っていたのか、またどのような気づきを得たのかに

焦点をあて、子どもたちの表現を分析する。 
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4.1.1. 「家族との関係」 
 この震災では多くの人々が家族や友人を喪った。

震災で祖父を喪った男子高校生は「今回の震災で、

家族のきずなの深さを実感できました。」と記述し

ている。 
ある中学生は、避難先で配給が来ない中、自分は

食べるのを我慢し妊娠中の母や兄弟に食料を優先

させた際の状況を次のように述べている。「私はな

んとか母や兄弟にお腹いっぱいに食べてもらいた

く、自分は食べるのをやめました。」（中学生女子）。 
 
4.1.2 「見ず知らずの他者との関係」 
子どもたちの作文から、避難所などで見ず知らず

の者同士が助け合っている様子の記述もみられた。

ある中学生は、避難先で生活用水を集める際の状況

を次の様に述べている。「水不足で。飲み水は自衛

隊の給水車が来ましたが、それ以外の生活水は、雨

水などを溜めてみんなで協力して、運びました。」

（中学生男子）。他にも「みんな地震がくるたびに

もうふを自分にかぶせたり人にかぶせてました。」

（小学校高学年男子）など、見ず知らずの者同士が

自然と助け合う愛他的行動の様子が記述されてい

た。  
また、津波で身動きが取れなくなり家に祖父と共

に取り残された小学生は、祖父が救助活動をする様

子を次のように記述している。「二階からロープを

探して、ベランダからその人に投げて、その人の体

にロープをしぼりつけ、となりにあった電柱をよじ

のぼって、家の二階のベランダまで来ました。その

人に下着などの服以外の着れる服をやりました。そ

の人は『ありがとうございます。ありがとうござい

ます』と何度も言ってました。『助けてよかったな。

きょう力することって大切だな』と思いました。」

（小学校低学年女子）。 
 さらに、この震災では地震、津波被害の他に原発

被害も発生した。原発被害を受けた地域の人々は放

射能被害から逃れるため避難場所を転々としなけ

ればならない状況が続いた。福島県大熊町から避難

した中学生はその時の状況を次のように述べてい

る。「その移動途中に会った人達は、みんな心配し

てくれ、涙を流して泣いてくれました。私たちの事

をこんなにまで愛し、心配し涙を流してくれる人が

います。」（中学生男子）。 
 これらの例のように、家族などの近しい人間関係

の枠を越え、見ず知らずの者同士が助け合う愛他的

行動が自然発生していたことが明らかになった。 
 

4.2. 第２因子「新たな可能性」 
 震災によって生活が激変した子どもたちにとっ

て、災害による苦しみや悲しみは、また、あらたな

可能性や希望を生み出す経験としても表現されて

いる。 
 
4.2.1「震災経験から新たな目標が生まれる」 
 ある小学生は震災で父親を喪った。野球選手を経

て、野球監督となった父を慕っていたこの少年は、

作文の最後に「ぼくは、おとうさんにまけないせん

しゅになりたいです。」（小学校低学年男子）と記述

している。 
 ある小学生は人々が助け合う様子を見て「たくさ

ん勉強をして看護師になりたい。人を助ける、人の

役立つ仕事がしたいと思いました。」（小学校高学

年女子）と記述している。 
 
4.2.2. 「支援への感謝と復興への思いから生まれる

希望」 
ボランティアなどの支援に感謝し「もしも僕達が

楢葉町に帰れるとなったら見守ってくれたみんな

に恩返しをしたいと思います。そんな日が来ると僕

は信じて、今を生きたいです。」（中学生男子）と記

述する者や、「家がなくなり、どこに行こうか、と

ほうにくれる今、みんなで『笑顔』を忘れず、石巻

の復興に向けて、がんばって、前より、良いくらし

を作っていきたいです。」（小学校高学年女子）と復

興への思いを記述する者もいた。 
 このように、震災経験から新たな目標が生まれ、

また、ボランティア支援への感謝や復興への思いか

ら新たな希望が生まれていることが明らかになっ

た。 
 
4.3. 第３因子「人間としての強さ」 
 震災による被害は、また人間としての強さを引き

出すきっかけになっている。避難生活か続く中でも、

子どもたちは未来へと目を向けており、以下の文面

からもその決意が伺える。 
 
4.3.1. 「過酷な状況下でも未来へと目を向ける強さ」 
 「私は、この出来事を一生忘れることはないでし

ょう。だけど、いつまでも引きずっていても前には

進めないです。過去は変えられないけど未来は変え

られます。先の見えない未来だけど、私は一歩一歩、

強く歩んでいきたいです。」（中学生女子）、「地震

発生から日数が経つに連れて、自分の住んでいた町

がどんな状況なのかわかるたびに何とも言えない

心境になりますが、今はただひたすら前を向いて進
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んでいくだけです。ＮＥＶＥＲ ＧＩＶＥ Ｕ

Ｐ！」（高校生女子）。 
 
4.3.2.「犠牲になった人々のためにも生きるという決

意」 
震災により犠牲になった人々を悼み、その人たち

のためにも生きようという決意が表現されている

文面もみられた。 
「津波に追いかけられながらも生き延びた命、こ

れから何事にも負けず、一生懸命生きていきたいと

思います。」（高校生男子）、「ぼくは東日本大震災

に被災して、悲しい事がたくさんありましたが、貴

重な体験をしたと思っています。ぼくはこの事を一

生忘れてはいけないと思うし、この震災と大津波で

亡くなった方の分も生きなければと思います。」

（小学校高学年男子）、「この命は、今まで以上に大

切にし、亡くなった人の分まで一生懸命に生きよう

と思います。」（中学生女子）。 
 

4.3.3「日本的特徴である第 1 因子と第 3 因子の関係

からみえてくる強さ」 
日本的特徴かもしれないが、第 1 因子の「他者と

の関係」に支えられて、第 3 因子の「人間としての

強さ」が生まれてきていることにも着目したい。以

下に、上記の関係がみられる文面を抜粋する。 
「世界の人達が私達を応えんしてくれているので、

私達もあきらめずにがんばっていこうと思いま

す。」（小学校高学年女子）、「全国の人たち、また海

外の人たちからも、たくさんの励ましや生活に必要

な数々のものをいただいています。この場所に来て

私たちを助け、励まし援助してくれる多くの人たち

がいます。自分は今、本当にたくさんの人の力で生

きているのです。『ありがとう』の思いをいつもい

つまでも忘れずに生きていこう、そう強く思いま

す。」（小学校高学年女子）、「自衛隊の温かな料理、

福祉ボランティアのみなさん、合唱団のみなさんの

歌声、みな心に傷をおっている被災者のみなさんに

はとても心にひびくものがありました。自分もとて

もとても感謝しています。これからも避難所生活は

続くと思いますが、あの日で失ったたくさんの命を

忘れずに、自分の明日に向って精一杯頑張って生き

たいと思います。」（高校生男子）、「私は、今まで助

けてくれたみなさんと、震災後に出会ったすべての

みなさんに感謝して、これからの長い人生を生きて

行こうと思います。」（中学生女子）。 
 
 このように、助け・助けられる関係から希望や感

謝が生まれ、過酷な状況の中でも「生きて行こう」

「がんばっていこう」という人間としての強さが生

まれていることが明らかになった。 
 
4.4. 第４因子「精神的(スピリチュアル

な)変容」 
 スピリチュアルな変容として、まず指摘できるこ

とは、特定の宗教への言及と言うよりも、自然の脅

威・驚異に対する記述がみられたことである。未曾

有の大震災という過酷な状況下においても、子ども

たちの作文には自然の美しさや、命への気づきをあ

らわす表現がみられた。以下にそのようなスピリチ

ュアルな表現が現れている文章を幾つか抜粋する。 
 
4.4.1. 「自然の美しさ」 
震災時に発生した津波を「映画でしか見たことない

大きな津波」と表現していた高校生は同作文で、

「しかし、その日の星空はすごくキレイでした。今

まで見た星空の中で一番というほどに。翌日、目が

覚めるとちょうど日がのぼるころでした。その太陽

はまるで希望の光のような明るさをはなっていま

した。」と自然の驚異を述べている。他にも「３ヶ

所の避難所を回るとき、ふと空を見上げると、今ま

でに見たことの無いぐらい美しい星空がありまし

た。光の無い街を、月や星はしっかり照らしてくれ

ていました。」（高校生男子）、「学校に避難してい

た地域の方たちと津波を避けて山を登り、市役所に

一晩泊まりました。その時に見た空は今までにない

くらいきれいで、自分や町がどのような状況にある

のかすら忘れてしまいそうでした。」（高校生女子）

などの表現がみられた。 
 
4.4.2. 「命への気づき」 
また、震災を通して命への気づきに関する記述もみ

られた。「生きてることはすごいきせきです。」（小

学校高学年男子）、「この震災で本当の『命』の大切

さを感じました。」（小学校高学年女子）、「命があ

ることに感謝し、今を大事に生きていきたいです。」

（高校生女子）、「私の命は、今も音をたて、動いて

います。それがわかると、うれしくて、いつも心の

中で思います。『私は今、生きている』ということ

を。」（中学生女子）。 
上記から、子どもたちは震災を通して地震や津波

などの自然の脅威を体感すると同時に、星や太陽な

どの自然の美しさや、その中で生きる命の素晴らし

さである自然の驚異も体感していることが明らか

になった。 
 
4.5. 第５因子「人生に対する感謝」 
 震災を通し、震災以前の当たり前の日常が当たり
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前ではないことに気づき、今までの人生や日常に対

して感謝する表現がみられた。 
 
4.5.1. 「今までの日常に対する感謝」 
「私はこの大震災でふつうの生活がとても幸せだ

ということに気づいた。私は、この体験を何かにい

かしていけたらいいなと思う。」（小学校高学年女

子）、「今私は、朝昼晩、三食きちんと食べれること、

お風呂に入れること、ふとんに寝れることなど『あ

たりまえの生活』ができることに感謝しています。」

（小学校高学年女子）、「日々ふつうに暮らせるよ

うになったら、その一日一日を大切にすごしたいと

思います。」（中学生女子）。 
 
4.5.2 「自分の人生に対する感謝と他者の存在に対

する感謝の関係」 
また、自分の人生に対する感謝は、他者の存在に

対する感謝とも深く関連していることが次の表現

などから明らかになった。 
「震災の前、大好きな私の家で家族みんなで生活

していたこと。お母さんと一緒にごはんを作ったこ

と。家族みんなで食べたこと。いつでも電気がつい

て蛇口をひねれば水が出たこと。あたりまえのよう

に思えていたその一つが決してあたりまえなので

はなくて、とても大切で幸せで何よりもの宝ものだ

と思うのです。」（小学校高学年女子）、「こうして

大好きな家族とご飯を食べれることを、寝れること

を、すごく幸せに思います。」（中学生女子）、「私の

家族は、全員無事でした。いつもだったらあたりま

えのことでも、今はそのことがすごい奇跡だと思っ

ています。」（中学生女子）。 
 

上記のように、子どもたちは震災を通して、震

災以前の日常が当たり前の日常ではないことに気

づき、幸せや感謝を感じていることが明らかになっ

た。また、家族や大切な人々が側にいることの幸せ

にも気づきを得ており、そのことに感謝していると

言える。つまり、大切な人たちと共に生きることは

当たり前ではなくとても幸せなことであり、その気

づきが自身の人生にも喜びや感謝、幸せをもたらし

ていると言える。 
 
4.6. 子どもの作文における PTG の表現

と内容のまとめ 
 
以上の原文参照により未曾有な体験としての東日

本大震災は、外傷、つまり危機的な体験 (災害や事

故、大きな病を患う事、大切な人の死など、人生を

揺るがすようなさまざまなつらい出来事) およびそ

れに引き続く苦しみの中から、精神的な成長が体験

されることがある(宅,2010)ということが、子どもの

作文の表現と内容から明らかになった。さまざまな

悲劇を生み出した災害が、また、PTG を促進させる

という面をもつことが明らかになった。 
 

5. 考察 
 
 未曾有の大震災により、子どもたちが受けた精神

的、身体的衝撃は言うまでもない。しかし、上記で

述べたように、子どもたちは守ってくれる大人たち

が側にいる安心できる環境で、震災によって引き起

こされた内面の変化と対峙することが出来たと言

える。 
 また、被災体験を通して命の大切さや、家族や仲

間との絆、当たり前の日常に対する感謝、支援に対

する感謝などのポジティブな意味合いを持つ感情

も感じており、これらは前向きで建設的な意図的思

考に通ずる面があると言える。 
さらに、被災体験を作文という形で語ることにも

大きな意味があると言える。この作文はすべて、強

制ではなく子どもたちの意志により書かれたもの

である。自身の心の内を文章で表現し、他者に伝え

るという自己開示は PTG のプロセスでも重要であ

る。 
見守ってくれる大人がいる環境下で、自身の体験

や感情をオープンに表出する経験は、回復および成

長に際して重要なプロセスであると言える。その経

験を積み重ねることで PTG へとつながると推察さ

れる。 
そのことに加え、筆者らは PTG へと進む過程で子

ども同士の人間関係も重要になると考えている。共

に遊び、共に語り、同じ時間や感情を共有し、共感

することがPTGを促進する要因の1つになると推察

するからだ。子どもだからこそ感じる視点を共有で

きる仲間は子どもにとって重要であると言える。 
 すでに述べたように、結束の強いコミュニティに

おける家族のような人間関係や、友だちとの関係は、

子どもたちの成長にとって欠かすことができない

存在である。原発被害などで、家族、コミュニティ、

友だちと離れ離れに避難せざるを得ない子どもた

ちにとって、安心でき、共感できる人間関係を築く

ことが重要であり、それらが更なる成長をもたらす

と言えよう。 
 このような PTG は、統合失調症 schizophrenia のラ

ジオインタビュー（松田 Matsuda, 2012）,激痛を伴う

線維筋痛症（末吉 Sueyoshi, 2012）など様々な苦労や
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困難の経験をとおして、体験されていることが明ら

かにされてきている。 
 

6．おわりに 
 
震災から２年が経った。今もなお、原発事故は収

束の目処がたっていない。復興作業も放射能被害に

よりスムーズに進んでいないのが現状である。その

ため未だに、家族や友人と離れ離れの生活をせざる

を得ない子どもたちもたくさんいる。しかし、森

（2011）が述べているように、家庭の中心に子ども

の笑顔があり、子どもの前を向く力が家族の救いと

なっている事実は変わらない（p.279）。その子ども

たちの笑顔と前を向く姿勢が、私たちにたくさんの

希望の光りをもたらしてくれている。 
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